
【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2024年６月10日

【四半期会計期間】 第58期第１四半期(自　2024年２月１日　至　2024年４月30日)

【会社名】 株式会社　光・彩

【英訳名】 Kohsai Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　深沢　栄二

【本店の所在の場所】 山梨県甲斐市竜地3049番地

【電話番号】 0551－28－4181(代表)

【事務連絡者氏名】 管理部部長　　今井　一貴

【最寄りの連絡場所】 山梨県甲斐市竜地3049番地

【電話番号】 0551－28－4181(代表)

【事務連絡者氏名】 管理部部長　　今井　一貴

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

株式会社名古屋証券取引所

(名古屋市中区栄三丁目８番20号)

 
 

 

EDINET提出書類

株式会社光・彩(E02439)

四半期報告書

 1/14



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第57期

第１四半期累計期間
第58期

第１四半期累計期間
第57期

会計期間
自　2023年２月１日
至　2023年４月30日

自　2024年２月１日
至　2024年４月30日

自　2023年２月１日
至　2024年１月31日

売上高 (千円) 866,672 991,454 3,525,791

経常利益 (千円) 15,631 64,508 115,827

四半期(当期)純利益 (千円) 11,035 47,413 91,986

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 602,150 602,150 602,150

発行済株式総数 (株) 396,000 792,000 792,000

純資産額 (千円) 1,296,030 1,413,985 1,391,809

総資産額 (千円) 2,645,178 2,824,465 2,751,632

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 14.75 63.37 122.93

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 25.00

自己資本比率 (％) 49.0 50.1 50.6
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当社は、2023年９月26日開催の取締役会決議に基づき、2023年11月１日付で普通株式１株につき２株の割合

で株式分割を行っております。そのため、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当た

り四半期(当期)純利益金額を算定しております。

 
 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 
(1) 業績の状況

　当第１四半期累計期間における我が国経済は、経済活動の正常化やインバウンド消費の増加により、緩やかな景

気の持ち直しが見られる一方で、ウクライナ情勢の長期化や中東情勢等の地政学リスクの高まり、歴史的な円安の

進行などによる世界的な原材料価格、エネルギー価格の高騰、為替相場の変動等、経済の見通しは不透明な状況が

依然として続いております。

　当社が属するジュエリー業界におきましても、長引く物価上昇による消費者の節約志向や買い控えの傾向が続く

など、市場環境は厳しい状況が続いております。

　この様な状況の下、当社は、経営目的である「ジュエリー創りを通じてより良き世界を創る」を実現するため、

高付加価値商品、アレルギーに配慮した商品の開発と同時に、徹底した製造経費等コストの圧縮、時間当たりの生

産性の向上、販路拡大、新規顧客開拓の強化、原材料やエネルギー価格の高騰等による製造原価上昇分の販売価格

への転嫁など各種施策に取り組んでまいりました。また、取引先、消費者のニーズに応えられるよう当社独自技術

を生かし、商品の軽量化、機能性・資産性の高い商品の開発、販売に注力してまいりました。海外売上につきまし

ては歴史的な円安の影響などを受け、好調に推移いたしました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高991百万円（前年同期比14.4％増）となりました。

　利益面につきましては、営業利益は63百万円（前年同期比317.4%増）、経常利益は64百万円（前年同期比312.7%

増）、四半期純利益は47百万円（前年同期比329.6%増）となりました。

 
(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比べ72百万円増の2,824百万円となりました。主な変動

は、受取手形及び売掛金の増加41百万円、棚卸資産の増加31百万円等によるものです。

当第１四半期会計期間末の負債は、前事業年度末と比べ50百万円増の1,410百万円となりました。主な変動は、

支払手形及び買掛金の増加78百万円、賞与引当金の増加16百万円等によるものです。

当第１四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末と比べ22百万円増の1,413百万円となりました。主な変動

は、四半期純利益47百万円の計上による増加及び配当金の支払18百万円による減少等があったことによるもので

す。

 
(3) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 
(6) 従業員数

当第１四半期累計期間において、当社の従業員数は前事業年度末の82名から5名増加し、87名となりました。増加

要因としては、社内体制強化及び技術継承、営業体制強化のためであります。なお、当社は、ジュエリー事業の単

一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,584,000

計 1,584,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2024年４月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年６月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 792,000 792,000

東京証券取引所

(スタンダード市場)

名古屋証券取引所

(メイン市場)

単元株式数は100株で
あります。

計 792,000 792,000 ― ―
 

（注）当社株式は、2024年５月30日付で名古屋証券取引所メイン市場に重複上場いたしました。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
 (千円)

資本準備金
残高
(千円)

2024年２月１日～
2024年４月30日

― 792 ― 602,150 ― 409,290
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2024年１月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   2024年４月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

― ―
43,700

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,464 ―
746,400

単元未満株式
普通株式

― ―
1,900

発行済株式総数 792,000 ― ―

総株主の議決権 ― 7,464 ―
 

 

② 【自己株式等】

  2024年４月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社光・彩 山梨県甲斐市竜地3049番地 43,700 ― 43,700 5.52

計 ― 43,700 ― 43,700 5.52
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(2024年２月１日から2024年４月

30日まで)及び第１四半期累計期間(2024年２月１日から2024年４月30日まで)に係る四半期財務諸表について、監査法

人ナカチによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社光・彩(E02439)

四半期報告書

 7/14



１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2024年１月31日)
当第１四半期会計期間
(2024年４月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 482,551 473,666

  受取手形及び売掛金 473,656 514,790

  棚卸資産 1,109,137 1,140,308

  その他 15,932 18,974

  流動資産合計 2,081,277 2,147,740

 固定資産   

  有形固定資産 401,749 411,002

  無形固定資産 26,868 24,374

  投資その他の資産   

   投資有価証券 80,400 81,055

   投資不動産 26,094 26,094

   繰延税金資産 20,602 19,557

   その他 114,640 114,640

   投資その他の資産合計 241,737 241,348

  固定資産合計 670,354 676,725

 資産合計 2,751,632 2,824,465

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 214,263 292,839

  短期借入金 ※  875,000 ※  885,000

  未払法人税等 29,340 16,298

  賞与引当金 ― 16,890

  その他 165,867 122,875

  流動負債合計 1,284,472 1,333,902

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 36,383 36,933

  退職給付引当金 32,149 33,462

  その他 6,819 6,181

  固定負債合計 75,351 76,576

 負債合計 1,359,823 1,410,479

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 602,150 602,150

  資本剰余金 509,290 509,290

  利益剰余金 286,719 315,428

  自己株式 △31,880 △31,880

  株主資本合計 1,366,279 1,394,987

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 25,529 18,997

  評価・換算差額等合計 25,529 18,997

 純資産合計 1,391,809 1,413,985

負債純資産合計 2,751,632 2,824,465
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 2023年２月１日
　至 2023年４月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2024年２月１日
　至 2024年４月30日)

売上高 866,672 991,454

売上原価 727,394 798,131

売上総利益 139,278 193,322

販売費及び一般管理費 124,050 129,756

営業利益 15,227 63,566

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取地代家賃 497 500

 為替差益 359 2,104

 助成金収入 60 ―

 雑収入 854 242

 営業外収益合計 1,771 2,848

営業外費用   

 支払利息 1,292 1,437

 不動産賃貸原価 75 75

 雑損失 ― 393

 営業外費用合計 1,368 1,905

経常利益 15,631 64,508

特別損失   

 固定資産除却損 0 140

 特別損失合計 0 140

税引前四半期純利益 15,631 64,368

法人税等 4,595 16,955

四半期純利益 11,035 47,413
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と当座貸越契約を締結しております。これらの

契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(2024年１月31日)
当第１四半期会計期間
(2024年４月30日)

当座貸越極度額 1,300,000千円 1,300,000千円

借入実行残高 875,000  885,000  

差引額 425,000  415,000  
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

 
前第１四半期累計期間
(自 2023年２月１日
至 2023年４月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2024年２月１日
至 2024年４月30日)

減価償却費 13,838千円 13,138千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期累計期間(自　2023年２月１日　至　2023年４月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年４月21日
定時株主総会

普通株式 14,965 40.0 2023年１月31日 2023年４月24日 利益剰余金
 

 
Ⅱ　当第１四半期累計期間(自　2024年２月１日　至　2024年４月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年４月16日
定時株主総会

普通株式 18,705 25.0 2024年１月31日 2024年４月17日 利益剰余金
 

(注) 2023年11月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、「ジュエリー事業」の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

(収益認識関係)

当社は、「ジュエリー事業」の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下の通

りであります。

 
  (単位：千円)

 
前第１四半期累計期間
（自　2023年２月１日

　　至　2023年４月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2024年２月１日

　　至　2024年４月30日）

ジュエリー 266,542 287,258

ジュエリーパーツ 597,848 701,252

商品 2,282 2,943

顧客との契約から生じる収益 866,672 991,454

その他の収益 ― ―

外部顧客への売上高 866,672 991,454
 

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間
(自　2023年２月１日
至　2023年４月30日)

当第１四半期累計期間
(自　2024年２月１日
至　2024年４月30日)

１株当たり四半期純利益金額 14円75銭 63円37銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 11,035 47,413

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 11,035 47,413

普通株式の期中平均株式数(株) 748,282 748,202
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、2023年９月26日開催の取締役会決議に基づき、2023年11月１日付で普通株式１株につき２株の株式

分割を行っております。そのため、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半

期純利益金額を算定しております。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2024年６月10日

株式会社光・彩

取締役会　御中

 

監査法人ナカチ

 東京都千代田区
 

　

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 高　　村　　俊　　行  

 

　

業務執行社員  公認会計士 秋　　山　　浩　　一  
 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社光・彩

の2024年２月１日から2024年４月30日までの第58期事業年度の第１四半期会計期間（2024年２月１日から2024年４月30

日まで）及び第１四半期累計期間（2024年２月１日から2024年４月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社光・彩の2024年４月30日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかっ

た。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当
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と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないか

どうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項

が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査

人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継

続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の

表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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